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――小鳩さんは幼少期、どんな家庭で育ったん
でしょうか？
小鳩：ちょっと複雑というか、両親が再婚の家
庭だったんですっぽ。それにお兄ちゃんが1人
いるんですけど、異父兄弟で11歳も年が上で。
ただ、お兄ちゃんとはそれだけ年が離れている
のにもかかわらずしょっちゅうケンカをする仲
で（笑）。でも、そうやってお兄ちゃんからケンカ
の仕方を教えてもらったりしていました。パン
チの仕方とかを教わったり（笑）。
――お兄さん…（笑）。ということは、小鳩さん
もわりと活発な子だったんですか？
小鳩：そうですっぽね。小学校の頃は男の子と
一緒にチャンバラをするような子でしたし、夏
にはセミやカブト虫を獲りに行ったりとか。駆
けっことかも大好きで、「広いところを見ると
すぐに走り回っちゃうからすごく大変だった」
とお母さんがよく言っていましたっぽ。家から
もよく脱走していましたしね（笑）。こっそり抜
け出して遊び回った結果、マンションの階段か
ら転げ落ちてたんこぶを作って帰ったりとか…

（笑）。髪もずっとショート・カットだったので、
見た目も性格も男の子みたいな子供でしたっぽ。
――今の女の子らしい姿からすると少し意外
ですね。ということは、学校の科目の中でも体
育が得意だったり？
小鳩：体育と音楽が好きでしたっぽ。音楽を好
きになったのはおばあちゃんの影響ですね。お
ばあちゃんがずっと演歌のカラオケ教室に通っ
ていて、市民ホールや公民会館みたいなところ
で発表会とかをしていたんですっぽ。小鳩もそ
の教室に小学校2年生の頃くらいから付いて行
っていたので、最初に覚えた曲が天童よしみさ
んの「珍島物語」で（笑）。そこから音楽や歌うこ
とがすごく好きになりました。ただ、さすがに周
りで演歌を歌っている子なんて1人もいなくて、
演歌ばかり歌っている小鳩を見てお母さんがち
ょっと心配になったらしく、「もっとモーニン
グ娘。とかを聴きなさい」と言われたんです（笑）。
それでモーニング娘。さんとか松浦亜弥さんと
かも好きになりましたね。あと、お母さんの影響
でEvery Little Thingとか宇多田ヒカルさんと
かも聴くようになって、徐々に聴く音楽のジャ
ンルが拡がっていきました。
――子供の頃から音楽に親しんでいたんです
ね。ロックに目覚めたのはいつ頃ですか？
小鳩：高校生のときに周りの子たちがバンドを
やり始めたり、仲の良い子がバンドの追っかけ
をしている子だったりしたんです。それである

とき、その仲の良い子から「良かったら一緒にラ
イブを観に行こうよ」って誘われて観に行き始
めたことでバンドを知ったんですっぽ。
――そのとき友達に誘われて観に行ったのは
どんなバンドだったんですか？
小鳩：有名なバンドとかではなくて、自分たち
で企画ライブをやる感じのコピー・バンドで。
プロのライブじゃなくて、そういうすごくミニ
マムな世界から入ったんですっぽ（笑）。確かそ
のバンドはELLEGARDENとかのコピーをし
ていましたね。そこでバンドというものを知っ
たけど、小鳩がそれまで聴いてきた音楽とあま
りにも違っていたので、“自分もバンドを組み
たい”と思うまでにはなりませんでした。でも、

“バンドって面白いな”と思うようになっていろ
いろと調べたんですっぽ。そうした中で東京事
変さんの音楽と出会って、“うわぁ、こんなにカ
ッコ良い音楽があるんだっぽ！”って衝撃を受
けたんです。
――ということは、東京事変と出会ったことで
バンドを始められたんでしょうか？
小鳩：いえ、実はちょっと事情があって、そのと
きにバンドはやらなかったんですっぽ。という
のも、小鳩が中学生のときに親が離婚しちゃっ
て…お父さんがどこかに飛んで行っちゃったん
ですっぽ（笑）。親鳩だから、パタパターって（笑）。
――え…ええっ!?
小鳩：それでお母さんとおじいちゃん、おばあ
ちゃん、お兄ちゃんと「お父さん、飛んで行っち
ゃったねー」って話しながら暮らし始めたんで
すっぽ。（笑）。ただ、どうしても生活がそれ以前
より厳しくなるじゃないですか。だから、ちゃん
と勉強して国公立とかの高校に入ろうと。そう
いう状況の中で音楽が好きになったので、“音
楽を真剣にやりたい”という気持ちが芽生えつ
つも踏み出せずにいたんですね。でも、親に内緒
で県外にもオーディションを受けに行ったりし
ていたんだっぽ。しかも、「次が最終審査です」
というところまで進むことも何回かあって。そ
れで、バイトで溜めたお金で東京までオーディ
ションを受けに行ったりもしていたんです。そ
うしていたら、どんどん我慢できなくなったん
ですっぽ。
――分かります。もしオーディションを受けて
も落選が続くようだったら諦められたのかもし
れませんが…。
小鳩：そうなんですっぽ。オーディションを通し
て“やっぱり東京に行きたい”という気持ちがど
んどん高まって。だからバイトを何個も掛け持ち

して上京する資金を溜めて、自分の誕生日に「大
学まで行かせてもらって申し訳ないけど、東京に
出たいです」とお母さんに話しました。大学を退
学する書類とかも後は印鑑を押すだけって状態
にした上で、“東京に行ったらここに住んで、こ
ういうところでバイトをしながらこのボイス・
トレーニングに通う”とプレゼンしたんですっぽ。
まぁ…当然なんですけど、自分の誕生日にお母さ
んを泣かせてしまうことになって（苦笑）。
――内緒で動いていただけにビックリされた
んだと思います。それでも自分で上京を決めて
実行したんですね。
小鳩：私は当時も今もやりたいと思ったらすぐ
に行動しちゃうタイプで、しかも行動し始める
と止まらなくなっちゃうんですっぽ。東京に来
てからはちゃんと歌を勉強しようと思って、お
母さんにプレゼンした通り、バイトをしながら
ボイス・トレーニングに通い始めました。バイ
トを始めたお店はメイド喫茶で、歌とかを自分
たちで披露するようなお店だったから歌の練習
にもなって良かったんですっぽ。それに熊本に
いるときからメイドさんのバイトをしていたの
で、せっかく東京に出るなら本場・秋葉原でも
やってみたいなと思って（笑）。
――“音楽を真剣にやりたい”という気持ちは
持ちつつ、その頃はまだ“バンド”の発想に至っ
ていないわけですよね。どのようにして
BAND-MAIDは結成されたんですか？
小鳩：“音楽をやりたい”と決めてからいろんな
経験をしていく中で知り合いがどんどんできて
いって、その繋がりで「地下アイドルを作るので
良かったら協力して欲しい」という話をもらっ
たんですっぽ。それで私も1年間くらい地下ア
イドルとして活動したんですよ（笑）。ただ、本当
にアイドルらしい可愛い曲を歌う中で“あっ、こ
れじゃない”と思ったんですっぽ（笑）。嫌いとか
じゃなくて、“自分のやりたい音楽性とは違う
な”って気付いたというか。それで地下アイド
ルは1年でやめさせてもらって、自分がやりた
い音楽をやろうと今の事務所に履歴書を送った
ら、「一度話をしましょう」と返してくれたんで
す。で、実際にお会いして「今までこういうこと
をしてきました」と話をしたところ、「バンドと
かには興味ないの？」と言われたんですっぽ。な
ので、「バンドは好きだし、東京事変さんにも憧
れています。それに可愛い音楽よりもカッコ良
い音楽がやりたいです。でも、メイドも好きで
す」という話をしたんですね。そうしたら、「メ
イドとバンドを合わせたら面白いね」「じゃあ

混ぜちゃいましょう」と（笑）。
――小鳩さんの辿ってきたものを集約したの
がBAND-MAIDだったんですね。メンバーは
どうやって探したんですか？
小鳩：最初は小鳩がボーカルで、他のメンバー
を探すことになったんですっぽ。そんな中でま
ずKANAMIがYouTubeに上げていた演奏動画
を見つけて、事務所を通じて連絡を取ってもら
い ま し た。そ う し た らKANAMI、AKANE、
MISAと結構スムーズにメンバーが揃っていっ
たんですっぽ。ただ、その時点で事務所が用意し
てくれた曲があったので、すぐにメンバーでリ
ハーサルをしたりお給仕をやってみたんですけ
ど、どうにもしっくり来なくて。それで“もう少
し小鳩と対照的な声の子をボーカルとして迎え
たら面白いんじゃないか”というアイディアが
出てきたんですっぽ。小鳩自身も“ツイン・ボー
カルにすればバンドがもっと映えるっぽ”と思
ったので、そのとき事務所に所属している子ほ
ぼ全員くらいに声を掛けてオーディションをし
たんです。それで最後に見つかったのが彩ちゃ
ん（彩姫）でした。
――運命的な出会いを果たされたことが分か
ります。ただ、その時点で小鳩さんはギターを
弾いたことがなかったわけですよね？
小鳩：はい、まったく弾けなかったですね。もと
もとボーカルとしてステージに立っていたので、
彩ちゃんが入ってからもギターを持たずに2人
で並んで歌うようにしてみたんですけど、どち
らかがギターを持てばバンドのバランスが良く
なるよねって話が出たんです。それで彩ちゃん
に持ってもらったら…ちょっと似合わなすぎて

（笑）。「じゃあ、小鳩が持つっぽ！」と。
――一見“2ndボーカル&2ndギター”というポ
ジションで、ラクな役割だと思う人もいるかも
しれません。でも、彩姫さんに合わせたKeyで
コーラスをしつつ、作曲者でありギターの師匠
でもあるKANAMIさんが考えたフレーズを弾
くのって、実は相当大変ですよね。
小鳩：たぶん「小鳩が持つ！」って言ったときは
そこまで考えていなかったっぽ（笑）。それに最初
はそれほどちゃんと弾く感じでもなかったです
し。ただ、メンバーでBAND-MAIDの音楽性を探
っていくうちにどんどん今のような重い方向に
変わっていって、小鳩ももっとちゃんとギターを
弾かなきゃいけなくなっていきました（笑）。
――バンドの変化に合わせてしっかりとスキ
ル・アップしていくこと自体が、そもそもすご
いことなんですけどね（笑）。それにBAND-

MAIDでは歌詞も書かれています。
小鳩：最初は事務所が用意してくれた曲をやっ
ていましたけど、メンバー間で「自分たちでどん
どん曲を作れるようになりたいね」と話したん
ですっぽ。それでもともとシンガー・ソングラ
イターとして活動していたKANAMIを中心に
曲作りをやっていくことになって、歌詞はみん
なで書いてみようということになったんです。
まずは小鳩と彩ちゃん、KANAMIの3人で何曲
分か歌詞を書いてみたんですけど、KANAMIの
書く歌詞がすごくメルヘンだったというか…。
確か“犬が死んじゃった…”みたいなテーマで、
なぜか歌詞の書いてある紙にお墓のイラストも
描いてあったんですっぽ（笑）。それで「死んじゃ
ったんだね。悲しい物語だね。でも…これはちょ
っとBAND-MAIDの方向性じゃないよね…」と

（笑）。一方彩ちゃんは、「書きたいことはあるけ
どそれを言葉にするのが難しい」と言っていて。
そういう点で小鳩の書いた歌詞が2人の間を取
っていたみたいで、「じゃあ歌詞は小鳩が書こ
う」ということになったんですっぽ。
――歌詞を書く上で大事にしているのはどう
いったことでしょうか？
小鳩：歌詞を書くときはまず曲を聴いて、聴い
ているときに思い浮かんだイメージと合う題材
を探すようにしていますっぽ。映画を観たり、小
説を読んだり。例えばネットで“泣ける映画”み
たいなフワッとした感じで検索したとしても、
いろいろ出てくるじゃないですか。そういう作
品を観たりして、インスピレーションを受けて
から書くことが多いですっぽね。映画の中の1
シーンを自分なりに昇華させて書くこともあり
ますし。大変な面ももちろんあるけど、そうやっ
ていろいろと考えるのが楽しいですっぽ。
――インタビューをするたびに感じることで
すが、小鳩さんはギターにしてもコーラスにし
ても作詞にしても、バンドにおける自分の義務
だと思わずに楽しんでいますよね。
小鳩：たぶん義務だと考えるとやりたくなく
なっちゃうタイプなんですっぽ（笑）。小学1年
生くらいのとき、オルガン教室にちょっと通わ
せてもらったことがあって。自分がやりたくて
行き始めたんですけど、「これをやりなさい、
あれをやりなさい」と言われた途端にイヤにな
ってやめちゃったんです（笑）。でも、教室に通
うのをやめた後の方が自分で教材を見ながら
好きに練習をしたりして楽しかったんですよ。
BAND-MAIDで自分がやっていることも同じ
で、全部自分がやりたいことだから楽しめるん

ですっぽ。
――だからこそ、例えば一歩下がったポジショ
ンにいるときでも他のメンバーに引けを取らな
い輝きが発せられるんでしょうね。
小鳩：は、恥ずかしいっぽ（笑）。なかなか褒めら
れることがないので（笑）。確かに大変さはある
けど、小鳩にとってBAND-MAIDが初めて組ん
だバンドなので、いわゆる“普通のバンドのあり
方”とかをあまり知らないんですね。だから、
BAND-MAIDで自分がやるべきことを一生懸
命やっているだけなんですっぽ。
――そういう小鳩さんにメンバーやスタッフ
のみなさんは本当に感謝していると思います。
では、BAND-MAIDで活動してきた中で転機
になった作品や時期などを挙げるとしたら？
小鳩：ゼマイティスのギターを持つようになっ
たのはすごく大きいと思いますっぽ。自分の中
でギターを持つことの意味が変わったんです。
ゼマイティスのギターは何というか…ちゃんと
したギタリストの方が持つものだと思っていて、
今の小鳩が到底持てるものじゃないと。だから、
もっとギタリストとしてちゃんとしなきゃいけ
ないなって改めて思えたんですっぽ。
――ストイックな小鳩さんらしいですね。で
は、小鳩さんがバンド内で担っている役割はど
ういうものだと考えています？
小鳩：何だろう…イジられ役？（笑）　イジら
れすぎてメンバーに怒ったこともあるんですけ
ど、キレたこともまたイジられるんですっぽ

（笑）。あと、男っぽいとも言われます。わりとサ
バサバしているし、あまり人と行動を共にしな
かったりするんですっぽ。自分がやりたいと思
ったことをやるタイプなので、例えば「ツアー中
のオフ日にみんなでどこかに行こう」とか「みん
なでご飯を食べよう」って話になっても、「小
鳩はここに行ってみたいから、1人で行ってく
るっぽ」とフラ～っと行動したりするんですよ。
自分が果たせている役割はあんまり分からない
けど、そういう小鳩を許してくれるメンバーが
揃っていることに感謝していますっぽ。
――なるほど。そんな小鳩さん自身が目指す理
想のミュージシャン像とは？
小鳩：小鳩には“この人みたいになりたい”とい
うのがないんですっぽ。あくまでも小鳩は“小鳩
ミク”でありたい。自分らしさを大事にして、他
の人がマネできない人になりたいですね。そう
いう唯一の存在になりたいし、結果としてそれ
がBAND-MAIDを唯一無二のバンドにするこ
とに繋がれば嬉しいですっぽ。
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